
「故郷
ふるさと

の海レスキュー隊計画 2019in男木島」 

事 業 実 施 報 告 書 

 

■主  催：海守さぬき会  

■助成協力：本事業は「全労済地域貢献助成事業」の助成金により実施しました。 

■実 施 日：令和元年８月２４日（土曜日） 

■実施場所：高松沖男木島周辺海域及び男木島海水浴場、男木コミュニティセンター会議室 

 ■参加者 ：高松市立香東中学校 １年生及び２年生３１名・教職員 ４名 計３５名 

       OHK岡山支局７名 海守さぬき会スタッフ９名 講師１名   総勢 ５２名 

 ■報道取材： 海守さぬき会の今迄の 10年余りの海ごみに対峙する環境活動を評価され、OHK

岡山放送開局 50周年記念「サザエさん×OHK瀬戸内環境キャンペーン・リセッ

ト」事業に採用され、今回の学習会の取材を受けると共に、サザエさんより表彰

を受けました。  

 ■活動目的： 香川県の海岸は閉鎖性海域である瀬戸内海の東部海域に位置し、沿岸の各地域 

       から海域へ流入する多種多様なごみは、海面を漂流するごみや海底に沈み堆積す 

       るごみ、海岸に漂着・散乱するごみとなり、景観や環境の悪化、海岸機能や海洋 

       資源の低下等が生じ、その対策を講じる事は、瀬戸内海の良好な景観・生物多様 

       性保全や注視されているマイクロプラスチック問題等の観点から重要な課題とな 

       っており、ごみをできるだけ出さない様にする事が重要です。   

その対策の一つとして、草の根活動として県内小中学生を対象とした、海ごみ 

発生抑制に係る体験型環境学習会を開催し、「自分達の海は、自分達で守るんだ！」 

と云う意識を持続的に持ってもらう事と、故郷の海の自然環境を守るリーダー等 

の人材育成を図ることが目的です。 

 

■実施概要： 

 

●午前８時３０分 故郷の海レスキュー隊 結団式 

  １日レスキュー隊員へ中條隊長 結団の挨拶 

 

 



    

●午前９時１０分 レスキュー隊員出発 

高松港県営桟橋にてライフジャケット装着後、海上タクシーへ乗船。 

 

 

   

  ●午前９時４０分 小型底引網漁を見学・視察 

           男木島西側（備讃瀬戸）海域で操業の底引網漁船を船上より見学。 

 

 

     

  ●午前１０時００分 男木東漁港岸壁より小型底引網漁の漁獲成果を見学 

            安全を考慮し、陸上岸壁より小型底引網漁漁師より漁法の説明を 

受ける。 

 

 

 

 



   

  ●中條隊長が本日の漁獲成果を船上から説明、真タコ・鯛・舌ヒラメ等・・・ 

 

 

     ●魚介類と一緒に得られた海底ごみ、レジ袋・肥料袋・ペットボトル等・・・ 

 

 

  ●午前１０時３０分 レスキュー隊員 男木大井海水浴場到着 漂着ごみ一斉清掃準備。 

 



 

   

  ●隊員は海岸漂着ごみ一斉清掃に真剣に取り組みました。 

 

   

  ●回収は人工物だけ！       ●ＯＨＫ岡山放送局の取材を受ける隊員。 

 

 

   ●午前１１時３０分 一斉清掃終了。  「僕たち、私たちの海を守ろう」 

             回収した漂着ごみは、約１．２㎥（約９０㎏）でした。 



 

 

 ●午後１時００分 男木コミュニティセンター会議室にて海ごみ総合座学講義開始。 

         「中條和也 講師」によるパワーポイント講義を真剣に視聴する隊員。 

 

   

 ●座学講義に引続き、マイクロプラスチック抽出実験に取組む隊員。 

  大井海水浴場で採取した海砂からペットボトル・レジ袋等が 4mm以下に砕かれた 

マイクロプラスチックを抽出し、感動する隊員達。 

 



 

 

   ●午後２時００分 午前からの体験学習会を基に、隊員は７班に別れ、班別に海ごみの問

題点と今後の行動と対策について意見交換と検討会が開催されました。 

 

 

 

    

 

   ●意見検討会に引続き、班ごとに班代表が纏められた意見の発表会が行われました。 

 

 

 



 

 

 

  ●午後３時３０分 高松市立香東中学校帰着。 

           帰着後に開催された「故郷の海レスキュー隊」解団式。 

 

 

                                   以上 

 

 

 

 


